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オープンキャンパスで合同災害救助演習実施 ３学部が協働



千葉科学大学の学生サー
クル活動の一つであるDRR
（Disaster Response 
Research：災害時に情報を収
集しすぐに返答する）と千
葉科学大学附属高等学校生
の合同チームと危機管理学
科木村ゼミの学生達が７月
２日（日）に実施された令

和５年度千葉県・銚子市共
催による土砂災害避難訓練
に参加しました。DRRサーク
ルは春日小学校会場にて体
験ブースの運営、危機管理
学科木村ゼミは保健福祉セ
ンター会場にて各国語版防
災パネル展示を実施しまし
た。

▶千葉県・銚子市共催による
土砂災害避難訓練に学生が参加

2023年5月25日 千葉科学大
学看護学部2年次 大川 美麗
さん、高橋 美羽さんの2名が
学⾧表彰を授与されました。

4月17日朝、2人は通学中に頭
部から出血して、うずくまって
いる男性を発見し、救急車を要
請しました。救急車が到着する
まで男性の救護にあたりました。
この行動は他の模範となること
から学⾧表彰に至りました。

▶看護学部生
学⾧表彰！
救急車到着まで
男性救護

▶米国オハイオ州の２大学と３年ぶりの国際交流を再開！

令和５年７月８日（土）に
米国のフィンドレー大学、ラ
イト大学の研修団２２名が
来学しました。両大学とも加
計学園関連校の海外における
協定校であり、コロナ禍以前
は毎年訪問していました。今
回３年ぶりに国際交流が再開
されました。

研修団は岡山、倉敷での研
修を終え、最後に銚子を訪問
し、いささか疲れの色も見ら
れました。しかし、短い時間

ではありましたが、本学学生
と身振り手振りでコミュニ
ケーションをとり、日本最後
の夜を楽しんでいたようです。

＜プログラム＞
11時 本学到着

浴衣体験
12時 手巻き寿司体験
13時 ２グループに分割

・サーフィン体験
・市内観光

17時 BBQ＆お餅料理教室
19時 花火＆歓談
20時 解散



▶韓国ナザレ大学校「最高経営者課程」１期生、本学で
危機管理を学ぶ

本学は韓国のナザレ大学校
と教育協定を締結し、ナザレ
大学生涯学習院の社会人を対
象に「危機管理講座」を開講
し、令和５年度から年４回受
け入れることとなりました。
この度、第１期生１０名が

７月７日（金）・８日（土）
の両日来学した。受講生はパ
クチャンジュ元陸軍大将、イ
ヨンソン天安信用協同組合専
務理事、イテコォンナザレ大

学教授など社会的に地位の高
い人々及び本学薬学部に在籍
している学生の保護者の方２
名の参加もありました。
講座の１日目は、東学⾧に

よる歓迎の挨拶から始まり、
加計学園・千葉科学大学の紹
介、受講生の紹介、「賢く未
来を見る力」と題して学⾧の
講演、そして東学⾧とパク
チャンジュ元陸軍大将による
「国際危機時代における日韓

善隣友好協力関係への途を問
う」と題して対談が行われまし
た。
２日目は、大学の施設見学後、

危機管理学科の教員３名による
「危機管理の歴史」「自然災
害」「サイバー攻撃」の３講義
を受講した。講義終了後、東学
⾧から受講者に修了証書が授与
されました。
受講者の方からは「東学⾧に

会えて良かった。」「講演、対
談などでは実りある話を聞けて
非常に良かった。」などの声が
寄せられました。今後ともナザ
レ大学校との教育連携を深めて
いきたいと思います。

▶オープンキャンパスで合同災害救助演習実施 ３学部が協働
本年度は3月から来場型の

オープンキャンパス（以下：
OC）がスタートしました。OC
に参加される来場者の目的は
様々ですが、OC終了時来場者
は不安が払拭され笑顔で大学
を後にします。７月のOCでは
３学部合同企画である「合同

災害救助演習」が４年ぶりに
披露されました。危機管理の
ある大学ならではの企画に、
来場者たちは目を奪われてい
ました。また、OCと同日開催
のOPEN LABOも見どころの１
つとして人気を集めつつあり
ます。 OPEN LABO は中高生対

象の大学の設備を使った「な
ぞとき」体験です。OCもOPEN
LABOも予約すると受付がス
ムーズです。次回は８月１１
日（金・祝）です。大学一同、
ご来校をお待ちしております。

O P E N L A B O .
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▶今月の特集「令和５年度公務員採用試験１次合格者速報」

▶看護の日開催 近隣市町村から参加者86名

看護の日のイベントで、
ヘルスチェックを実施し
ました。近隣市町村から
86名もの参加者がありま
した。本学教職員、学生、
銚子市薬剤師会様からも
ご参加いただき、賑やか
なイベントとなりました。

参加した皆様から、「あ
りがとう、楽しかった」
「来年もくるよ」と、コ
メントを頂戴しました。
なによりのご褒美です。
来年も、元気で、お会い
しましょう。

薬学科の小林准教授、坂本助教、照井教授らの共同研究の成果が、昨年の International Journal
of Molecular Sciencesに続き The Journal of Biochemistryに、高度好熱菌 Thermus thermophilusのポ
リアミンの代謝経路を新たに発見したことで掲載されました。この成果は、現６年生のイヒョ
ンジュさんが卒業研究で見いだした内容が含まれています。

▶腸内細菌における代謝系の解明につながる学術論文掲載

論文を手に共同研究者と記念撮影

種別 人数 内訳 .
国家公務員 １名 国家一般職 １名
自治体 ８名 東京都特別区 ３名

北海道庁 １名
福島県庁 １名
茨城県庁 １名
佐倉市役所 １名
沼津市役所 １名

消防士 ８名 東京消防庁 ４名
千葉市消防局 ３名
横浜市消防局 １名

＜論文テーマ解説＞

種別 人数 内訳 .
防衛省自衛隊 ３名 幹部候補生 ３名
警察官 ４７名 皇宮警察本部 １名

警視庁 ２２名
千葉県警察 １２名
大阪府警察 ５名
神奈川県警察 １名
静岡県警察 １名
茨城県警察 ３名
福島県警察 ２名
（2023年7月18日現在）

ポリアミンは、ほぼ全
ての生物に存在し、細胞
の成⾧・増殖に必要不可
欠な物質であり、ストレ
ス耐性にも寄与している
ことが知られています。
昨年の論文では、特定

のポリアミンがpHストレ
ス時の生存に有効である
こと、細胞内のポリアミ
ンの組成は温度だけでな
くpHによっても変化する
ことを見出しました。今
回の論文では、アミノ酸

の代謝に関わるアルギ
ナーゼと呼ばれる酵素が、
ポリアミンの合成におい
ても重要な役割を果たし
ていることを特定しまし
た。
本研究は、難培養である
腸内細菌における代謝系
の解明にもつながり、腸
内細菌叢が関与する疾患
の治療や予防、生活習慣
の改善等への応用が期待
されます。


